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環境危機 待ったなし！


今、地球規模の環境破壊・異常に関心が集まっています。９月24日は「未来のための金曜日」を始めたスエーデンの環境活動若者・グレタ・トゥンベリさんら青年が参加を呼びかけた「世界気候アクション」が世界各国で取り組まれました。


　私たちの家庭から出るゴミも環境問題と深くつながっています。


荒神山の麓に巨大なゴミ処理施設を建設する計画に関わり、今年７月シンポジウムが開かれ、西澤議員もパネリストとして発言しました。


　その発言をもとに補筆した記事が「荒神山を守る会」のニュースに掲載されましたので、一部分補正して紹介します。





ゴミ問題は


住民と共に


広域化計画を考える


西澤伸明





私と「ゴミ処理の広域化計画」とのかかわりは、石寺地先にその処理場が建設されようと計画が進められていることが判り、住民有志の方々と「住民合意尊重」を求めた活動が始まりです。


　その後、石寺地先候補地は軟弱地盤の深刻さから断念。海瀬・三津地先の候補地も断念。事業推進主体が彦根愛知犬上広域行政組合（以後「広域組合」と言う）に移管され、候補地とされた愛荘町竹原地区も秦荘東学区ぐるみの猛烈な反対運動に遭い撤回に。


　３候補地の「断念」は、ゴミ処理場設置の困難さ、というより周辺住民には非公開で進めたことが破綻の原因だと言えます。広域組合には根本的な反省が求められます。


　これは「ゴミ処理広域化」を進める県が「心得」として、「滋賀県一般廃棄物処理広域化計画」（平成11年３月）の中で、「広域化の実現に向けた今後の取り組み」として、指針を提示。「今まで以上に周辺住民の理解と協力が不可欠であり、計画段階で十分な住民説明を行うとともに・・・」と述べているのです。


　ところが実態は指針に従っていないことが大問題なのです。


議会は監視役を果たしているか？


候補地が西清崎に決定された背景には議会の対応に弱点があったと私は考えています。組合議会議員は総勢19人。その内、年２回の定例会・臨時会（１～２回）で発言するのは４~５人です。これでは、事実関係の理解すら、科学的な分析・検証も深められないまま評決されかねません。行政の監視役が十分に果たせていないのです。


これは、私だけの感想かも知れませんが、「竹原地区断念」の後、議会では「もう、そろそろ落ち着かせないと・・・」という空気が漂っており、議会代表者会議（各市町の代表者で構成）で「西清崎で問題なし」とされていたのではないかと思われます。


つまり、獅山議員が指摘するように「３つの不適格」についても、ほとんど論議されませんでした。また、膨大な「基本計画」の一つ一つの課題について検証されないまま「建設」に向け走り出しているのです。委託業者の「コンサル任せ」といっても過言ではありません。主な事項をあげると、


①ゴミの減量化では検討すらされていないようです。既存の処理能力を「彦根市９０トン」、「４町４０トン」を前提に、何と１０年かけて５％しか削減しない計画がそのまま「基本計画」とされてしまったのです。脱炭素・循環型社会をめざす世界の流れが大きくなる中で、ごみ減量の展望を示さないまま「焼却炉２基・処理能力１４７トン」の施設が「基本計画」に盛り込まれました。現在、構成市町で、ごみ削減計画の策定と分別方法の統一化に向けた協議が行政サイドで進められていますが、まさにさかさまな話です。


②財政計画も焼却・熱回収施設だけで約２００億円と巨額。「大型施設ありき」が読み取れます。これには用地取得費、造成・地盤改良費、搬入道路整備費などは含まれておらず、総額は更に巨額になるのは確実です。また、廃プラ・廃油を分別回収する方が、施設費は高くなるという試算を提示し、廃プラ・廃油を焼却する方が安価だと誘導しているように読み取れます。


この計画による、犬上郡３町の財政負担は各町とも約11億円前後。彦根市は約１００億円の負担と試算されます。よって、自治体の財政負担＝住民負担、この面からも「大型炉で焼却に依存」という路線は根本的見直しが必要です。


「ゼロ・ウエスト宣言」自治体の


取り組みに学ぶ


私が注目するのは、徳島県・上勝町（人口１５２５人）の「ゴミゼロ」めざす取り組みです。（左枠参照）


ごみ処理費用を９年間の流れで比べると実に60％も削減し、さらにゴミを資源とした売却益が２１３万円で実質３８０万円のゴミ処理費です。数千万円～億単位が「あたりまえ」と考える私たちにとって夢のようで現実の話なのです。


ある著名なゴミ・環境問題研究家が、ごみ処理場建設問題でたたかっている方に寄せた次のような助言を紹介します。【ゴミを資源ととらえ、有効利用できるよう細かく分別し、ゴミを出す段階で、住民一人一人が手元分別するのが一番効率よくて、お金もかかりません。手元分別には、ごみを出す住民の協力がなくして実現できません。ですから、ごみ行政は、住民、議会の協力を得るため、大変な努力が必要となります。密室、トップダウンは、ごみ行政にとって、最悪のやり方です。】と強調されています。私たちは、この行政姿勢を貫くよう広域組合に求めていくことが重要だと思います。


世界の流れに逆行する施設でいいのか


「脱炭素、地球温暖化防止」が世界の大きな流れになろうとしている中、それに逆行する焼却施設でいいのかが鋭く問われています。ごみを出さない、「ごみは資源」ととらえる経済・社会の在り方を展望するとともに、荒神山麓の新ごみ処理施設整備計画の根本的見直しを求めて皆さんと共にがんばります。








ご相談・ご要望をどうぞ。　　☆くらし・税金・教育などの相談は　西澤伸明38‐4949　丸山光雄38‐3123


◎日本共産党の見解を紹介します。メール　shigakoura.jcp@ares.eonet.ne.jp　ホームページもごらんください【「西澤伸明」で検索】
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９月議会最終日＝２７日（月）９：００開会


令和２年度一般会計などの決算認定、令和３年度一般会計補正予算、米価暴落防止を求める意見書の討論・採決、追加議案の提案・採決他がおこなわれます。


どなたも傍聴できます。





上勝町「ゴミゼロ」の取り組み


「住民と自治・2019年9月号」より


★2017年＝ゴミを34分別


区　分�
2008年�
2017年�
�
総排出量�
325トン/年�
286トン/年�
�
リサイクル率�
58.6％�
79.7％�
�
処理費用�
1470万円�
593万円�
�
※2017年処理費用593万円


－資源売却益213万円＝380万円
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